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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤（１３）上に形成された遊技領域（１４）を臨ませる透明板を有する窓（１５）
が設けられている前面枠（１２）が、扉状に開閉可能に遊技機の前面に配された遊技機に
おいて、
　ゲーム状態に応じて位置又は形状を変化させる可動部（２１）を、前記前面枠（１２）
の前面部分に設け、
　前記可動部（２１）は、前記窓（１５）を取り囲むデザイン構造体（２０）の上半部で
あり、前記デザイン構造体（２０）の下半部である固定部（２２）と協同して前記窓（１
５）に整合する形状の枠を形成している
ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、遊技機の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
パチンコ遊技機には、遊技球が始動領域（例えば始動入賞口）に進入したことによって抽
選条件が成立すると、主制御装置のＣＰＵが乱数カウンタの乱数値を読み込んで、その乱
数値が予め設定されている当たり値か否かを照合することで当たり外れの抽選を行い、そ
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の抽選結果を図柄表示装置によって変動表示後に確定表示される図柄で表示し、抽選が当
たりであったことを前提条件として（遊技者に認識される現象としては、いわゆる大当た
り図柄が確定表示されたことを前提条件として）遊技者に有利な大当たりゲーム（多くの
場合、大入賞口が開放されるゲーム）を行うものが多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上述のように、遊技者にとってはどのような図柄が表示されるかが大きな問題であり、
その表示画面に注目するのである。ところが、従来のパチンコ遊技機においては、その前
面部分のデザインとゲーム状態とは何ら関係がなかった。
【０００４】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　請求項１記載の遊技機は、遊技盤（１３）上に形成された遊技領域（１４）を臨ませる
透明板を有する窓（１５）が設けられている前面枠（１２）が、扉状に開閉可能に遊技機
の前面に配された遊技機において、
　ゲーム状態に応じて位置又は形状を変化させる可動部（２１）を、前記前面枠（１２）
の前面部分に設け、
　前記可動部（２１）は、前記窓（１５）を取り囲むデザイン構造体（２０）の上半部で
あり、前記デザイン構造体（２０）の下半部である固定部（２２）と協同して前記窓（１
５）に整合する形状の枠を形成している
ことを特徴とする。
【０００５】
　請求項１記載の遊技機は、ゲーム状態に応じて位置又は形状を変化させる可動部（２１
）を、前面枠（１２）の前面部分に設けたので、遊技機の前面で遊技者に見える部分とゲ
ーム状態との一体感が出る。また、可動部（２１）の位置又は形状の変化によりゲーム状
態を報知することもできる。
　また、請求項１記載の遊技機は、可動部（２１）と固定部（２２）とが協同して窓（１
５）に整合する形状の枠を形成しているので、窓（１５）を通して見える遊技領域（１４
）の可視範囲を狭めない。
【０００８】
　請求項１記載の遊技機は、抽選条件が成立すると当たり外れの抽選を行い、該抽選結果
を変動表示後に確定表示される図柄で表示する遊技機であり、前記可動部（２１）は前記
当たりを示す図柄が確定表示される際又は該確定表示に先立って位置又は形状を変化させ
る遊技機として構成することができる。
　そうすれば、可動部（２１）の位置又は形状変化にて、当たりを示す図柄の確定表示を
予告したり、その確定表示に伴う遊技者の感激を高めることができる。また、可動部（２
１）の位置又は形状変化を他の遊技者が見れば、当たりを示す図柄の確定表示すなわち大
当たりしたことが分かるから、遊技者同士の競争意識を煽ることもできる。
【０００９】
また、１つの遊技機設置島に設置されている複数の遊技機のいずれかが大当たりしたとき
に、その遊技機設置島の全部の遊技機で可動部の位置又は形状を変化させて、遊技者同士
の競争意識を煽ることもできる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施例により発明の実施の形態を説明する。
【００１１】
【実施例１】
図１に示すように、本実施例のパチンコ遊技機１０の外殻は外枠１１及び前面枠１２（遊
技機の前面に配される枠体に該当）によって構成されている。公知のパチンコ遊技機と同
様に、前面枠１２はヒンジ（図示略）にて外枠１１に連結されており、扉状に開閉可能で
ある。



(3) JP 4257944 B2 2009.4.30

10

20

30

40

50

【００１２】
前面枠１２には、遊技盤１３上に形成された遊技領域１４を臨ませる窓１５が設けられて
いる。遊技領域１４には周知の入賞装置、障害釘、風車等（何れも図示略）が配置されて
おり、中央部には図柄表示装置１６が取り付けられている。このパチンコ遊技機１０にお
いては、発射装置（図示略）によって打ち出された遊技球の遊技領域１４における挙動に
よって遊技が行われ、遊技球が入賞装置（入賞口）に入賞すれば賞球が払出される。
【００１３】
また、入賞装置には始動入賞口を有する始動入賞装置及び通常遊技中は閉鎖されている大
入賞口を有する大入賞装置がある。
遊技球が始動入賞口に進入（始動入賞が発生）したことによって抽選条件が成立すると、
図示しない主制御装置のＣＰＵが乱数カウンタの乱数値を読み込んで、その乱数値が予め
設定されている当たり値か否かを照合することで当たり外れの抽選を行う。その抽選結果
又は抽選結果に対応する図柄の組合せが図柄表示装置１６に通知され、図柄表示装置１６
は、図柄を変動表示した後に抽選結果に対応する図柄の組合せを確定表示する。遊技者は
、確定表示された図柄によって抽選結果（当たり外れ）を認識できる。
【００１４】
抽選が当たりであったことを前提条件として（遊技者に認識される現象としては、当たり
を示す図柄いわゆる大当たり図柄が確定表示されたことを前提条件として）、遊技者に有
利な大当たりゲームが実行され、その大当たりゲームでは大入賞口が規定回数（通常、１
４～１６回）を超えない範囲で開放される。
【００１５】
前面枠１２の前面には、窓１５を取り囲むようにして、デザイン構造体２０が取り付けら
れている。デザイン構造体２０は上半部である可動部２１と下半部である固定部２２とか
らなり、全体として楕円状の外形を持ち、中央側が盛り上がっている。すなわち、鳥類の
卵をイメージさせるデザインである。
【００１６】
可動部２１の境界縁２１ａと固定部２２の境界縁２２ａとは、共に鋸歯状で通常は互いに
歯合しているが、可動部２１は、その歯合を解除する方向に移動可能である。なお、可動
部２１の背面側にはこれを移動させるための機構（図示略）が備わっている。この可動部
２１の移動形態の詳細は後述する。
【００１７】
また、可動部２１と固定部２２とは協同して窓１５に整合する円形の枠を形成しており、
窓１５を通して見える遊技領域１４の可視範囲を狭めない。
固定部２２には公知のものと同様の上皿２４、下皿２５、発射ハンドル２６等が備わって
いる。遊技者が発射ハンドル２６を回動操作することにより、上皿２４から発射装置に球
技球が供給されて、遊技領域１４に向けて発射される。発射された遊技球が入賞すれば賞
球が払出され、賞球は上皿２４又は下皿２５に放出される。
【００１８】
パチンコ遊技機１０で遊技が行われていないないときや上述した始動入賞が未発生で図柄
を変動表示が開始される前には、図柄表示装置１６においてアイドル画像が表示される。
このアイドル画像表示は、本実施例では図柄表示装置１６が自律的に行うが、例えば主制
御装置からの指令に従って行ってもよい。
【００１９】
アイドル画像は動画表示であり、その概要は図２に示す通りで、まず鳥の卵が表示され（
図２（ａ））、次に卵が割れて（図２（ｂ））、フェニックスの雛が生まれ（図２（ｃ）
）、成長し（図２（ｄ））、最後にパチンコ遊技機１０のメーカーのロゴが表示されて（
図２（ｅ））１サイクルが終了する。このサイクルの動画が繰り返される。
【００２０】
パチンコ遊技機１０で遊技が行われて上述した始動入賞が発生すれば、主制御装置によっ
て当たり外れの抽選が行われ、図柄表示装置１６にては抽選結果を示すための図柄の変動
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表示と確定表示が行われる。
本実施例における図柄の変動表示及び確定表示そのものは公知のものと同様で、３つの図
柄（本実施例では３つの数字図柄）がそれぞれ個別に変動表示され、１つずつ停止表示（
微動していて仮停止表示となることもある）される。変動表示の途中、２つの図柄が停止
表示又は仮停止表示されたときに、例えば７？７（？は変動中）のように２図柄が揃えば
リーチである。そして、最後に３桁の数字図柄が確定表示される。確定表示された３桁の
数字図柄が揃っていれば、例えば３３３、７７７等であれば大当たり図柄であり、この確
定表示に続いて上述の大当たりゲームが実行される。
【００２１】
このように図柄表示の流れは公知のものと同様であるが、本実施例のパチンコ遊技機１０
では動画による予告表示と大当たり図柄の確定表示に伴う可動部２１の移動が行われる点
で独特である。
まず予告表示について説明する。上述のように図柄を変動表示している際に、図柄表示装
置１６はその背景画像も各種表示する。つまり、背景画像上にて図柄の変動表示が行われ
る。
【００２２】
そうした背景画像の中にはリーチや大当たりを予告（確実に発生することではなくて、そ
の可能性があることを予告）する予告表示が何種類かある。そして、それら予告表示の１
種として高信頼度の大当たり予告表示がある。この予告表示は、背景画像に卵が登場し、
例えば図３（ａ）に例示するリーチ表示（この図では７？７のリーチ表示）の開始とほぼ
同時に親フェニックスが卵を割るためにつつく場面が表示される。
【００２３】
その場面が進行すると可動部２１が微動を開始する（図３（ｂ））。さらに場面が進んで
卵が割れ始めると、画面における割れ目の拡張と並行して可動部２１が明確に移動を始め
る（図３（ｃ））。そして、卵からフェニックスの雛が誕生する場面で大当たり図柄が確
定表示され、可動部２１の移動も最大量になる（図３（ｄ））。なお、可動部２１の移動
は前面枠１２の表面に沿ったものではなく、前面枠１２の表面から離脱しつつ（浮き上が
りつつ）上方へ移動する動きであるから、窓１５や窓１５に張られている透明板等と干渉
するおそれはない。
【００２４】
ところで、上記の説明は予告通りに大当たり図柄が確定される場合であるが、１００％確
実な予告ではないので、例えば可動部２１が微動を開始したものの（図３（ｂ））、その
微動が停止して例えば７６７のような外れ図柄が確定されることも、ときにはある。また
、例えば可動部２１が微動を開始する前に外れ図柄が確定されることもある。
【００２５】
しかし、これらのように外れ図柄になることはきわめて少なく、リーチ表示の開始とほぼ
同時に親フェニックスが卵を割るためにつつく場面（図３（ａ））が表示されれば、例え
ば９０％以上の確率で大当たり図柄が確定表示され、可動部２１が微動を開始（図３（ｂ
））すれば例えば９９％以上の確率で大当たり図柄が確定表示される設定である。
【００２６】
以上のように、このパチンコ遊技機１０においては、可動部２１と固定部２２とからなる
デザイン構造体２０の卵をイメージさせるデザインと、アイドル画像として表示される卵
から成長したフェニックスまでの動画とが、卵及び鳥類という共通のモチーフを持って調
和しているので、遊技者に見える部分全体として一体感が出る。
【００２７】
また、大当たり予告においても卵からフェニックスが誕生する動画が表示されるので、こ
の予告表示でも上述と同様に遊技者に見える部分全体として一体感が出る。
さらに、このパチンコ遊技機１０は、位置を可変の可動部２１を前面部分に設けてあり、
可動部２１は大当たり図柄の確定表示に先だって動き始めて確定表示とほぼ同時に位置の
変化量が最大になるので、可動部２１の位置変化にて、大当たり図柄の確定表示を予告し
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【００２８】
また、可動部２１の位置変化を他の遊技者が見れば、大当たり図柄の確定表示すなわち大
当たりしたことが分かるから、遊技者同士の競争意識を煽ることもできる。
可動部２１をゲーム状態に応じて動かせば、例えば大当たりゲーム中は可動部２１を昇降
させ続ければ、パチンコ遊技機１０の前面で遊技者に見える部分とゲーム状態との一体感
を出せる。また、大当たりゲーム中であることが周囲に分かりやすくて、遊技者同士の競
争意識を煽ることもできる。
【００３９】
　以上、実施例に従って、本発明の実施の形態について説明したが、本発明はこれらの例
に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲でさまざまに実施できること
は言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施例１のパチンコ遊技機の斜視図。
【図２】　実施例１のパチンコ遊技機におけるアイドル画像の説明図。
【図３】　実施例１のパチンコ遊技機における大当たり予告の説明図。
【符号の説明】
１０ パチンコ遊技機（遊技機）
１２ 前面枠（遊技機の前面に配される枠体）
１３ 遊技盤
１４ 遊技領域
２０ デザイン構造体
２１ 可動部
２２ 固定部

【図１】 【図２】
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